
31番駐車場

地蔵寺（水子地蔵） 十二丁目石と
馬頭観音（文化12年1815）

大日堂

宮平橋

栗尾

勘定木橋石仏群

和田の石仏塚

小鹿野町役場

金園橋

大日峠入口

新旧ニ体の大日如来像と
大正8年（1919）の道標
「→小鹿野道  ←札所三十二番柿ノ久保道」

柿の久保地蔵尊
順禮道の石塔

32番
法性寺

如意輪観音石仏

日本武（やまとたける）神社
弁財天の碑

泉龍院

松井田

石仏の道

小鹿野町

秩父市

31番入口の石碑
「従是二十五丁」丁目石

31番観音院
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不動尊
（寛仁年間1017～1021）

庚申塔と
大勢至菩薩石碑

石経塚

観音山トンネル

岩殿橋
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仁王門・廿一丁目石

十五丁目石

十一面観音堂
馬頭観音、元禄の石塔旧道を通る→
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庚申塔や石仏群

黒海土橋

石仏4体と石塔が立つ
寛政10年（1789）の如意輪観音や馬頭観音

十輪寺卍

○
馬頭観音

 （安永5年1776）

●
欅の大木

●

安永4年（1775）の地蔵菩薩
「右三十二ばん道」

庚申塔や石塔が佇む

●
●
弁財天の碑
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〒 二十三夜塔
庚申塔
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六十六部
供養塔

馬頭観音

落合橋

馬頭観音
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延享2年（1749）の石碑
馬頭観音

巡礼道の石碑
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巳待供養塔（明和8年1771）

馬頭観音

●

秩父大神社

八坂神社

庚申塔「右ハ三十三番道」と
天保10年（1839）の石仏

●
●

明治の馬頭観音

天保10年（1839）の
馬頭観音

● この道は江戸巡礼古道ではないが、
現在は古道が消滅したため迂回した道です。

●
馬頭観音
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泉田交差点

●

採石場

巡礼古道消滅
（現在通行不可）
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交差点

出発「栗尾」

到着「松井田」
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百八十八所供養（享和元年1801）

田園の広がる里山風景

（聖天宮）

390m

296段の石段、標高差53m、距離232m
途中天保14年（1843）の石段供養塔、
廿二丁目、廿三丁目の丁目石

堂内には、大日如来座像と双体道祖神が祀られ、
外には安永、文化の石仏3体と石塔2柱がある。

小鹿野大火回顧碑
石仏

祠

町中には大きな歌舞伎絵が
あちこちに掲げられている

台風、大雨などで、大日峠を
中心に道が荒れる場合があ
ります。ご注意下さい。

←

不動堂（時間があれば立寄り
　　　　　たいところである）

道
が
わ
か
り
づ
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で
、歩
き
た
い
方

は
案
内
人
さ
ん
と
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下
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札所32番法性寺
　お船観音、お船の観音様と呼ばれている。
舞台造りの観音堂は宝永4年（1707）の建
立。山門は秩父札所中唯一の鐘楼門。奥の
院には「岩船観音」、大日如来座像（正徳
2年1712）がある。埼玉県指定文化財の長
享二年秩父札所番付がある。

札所31番観音院
　岩壁から流れる落差30mの聖浄の滝があ
る。滝の左手岩壁には浮き彫りにされた仏
像が多数あり、埼玉県指定史跡の鷲窟磨崖
仏（しゅうくつまがいぶつ）である。東奥
の院には石仏群、芭蕉句碑、宝篋印塔など
がある。

バス停「松井田」

32番

大日峠

大日峠入口

小鹿野町役場

バス停「栗尾」

大日堂

地蔵寺

31番山門

31番
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50分

所要時間（徒歩）

約16km
大日峠を歩くみち

栗尾〜札所31番・32番〜松井田
■距離が長く、大日峠越え
があるため、2回に分けて
歩いたほうが良いかもしれ
ません。全体的に多くの石
仏が見られるコースです。

札所32番法性寺

札所31番観音院札所31番観音院


